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衆
議
院
議
員
並
木
芳
雄
君
提
出
靑
年
団
及
び
婦
人
会
育
成
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
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衆
議
院
議
員
並
木
芳
雄
君
提
出
靑
年
団
及
び
婦
人
会
育
成
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一 

今
日
、
靑
年
団
体
は
、
い
わ
ゆ
る
文
化
団
体
、
政
治
団
体
、
職
域
職
能
団
体
を
除
い
て
二
万
六
千
三
百
四
十
七
団
体
、

婦
人
会
は
約
一
万
三
千
団
体
に
達
し
て
お
り
、
そ
の
結
成
運
営
の
進
歩
、
活
動
の
活
ぱ
つ
化
は
漸
次
著
し
く
な
つ
て
い 

る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
団
体
が
、
経
費
の
不
足
か
ら
、
思
う
よ
う
に
活
動
が
で
き
な
い
実
情
に
あ
る
こ
と
は
、
社
会
教

育
関
係
の
あ
ら
ゆ
る
会
合
で
問
題
と
な
つ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
又
全
国
的
な
傾
向
で
あ
る
。 

二 

政
府
と
し
て
は
、
靑
年
団
が
そ
の
活
動
を
通
じ
て
人
格
を
向
上
し
、
健
全
な
よ
い
社
会
の
公
民
と
し
て
育
成
さ
れ
、
社

会
奉
仕
を
活
ぱ
つ
化
す
る
こ
と
は
、
わ
が
国
の
将
来
に
と
り
大
き
な
希
望
と
し
て
期
待
を
か
け
て
い
る
。
又
婦
人
会
の
自

主
的
な
活
動
は
、
婦
人
の
教
養
を
高
め
、
地
位
を
向
上
し
、
子
女
の
正
し
い
育
成
や
教
育
を
は
か
り
、
社
会
の
進
歩
発
展

に
貢
献
す
る
と
こ
ろ
偉
大
な
も
の
が
あ
る
の
で
、
常
に
そ
の
動
向
に
注
意
し
て
い
る
。 

実
際
運
動
と
し
て
は
、
靑
年
団
体
に
対
し
て
靑
年
学
級
の
企
画
及
び
参
加
、
役
員
幹
部
の
資
質
向
上
の
た
め
の
講
習
会

の
開
催
、
不
良
化
防
止
、
郷
土
復
興
運
動
の
促
進
、
産
業
振
興
及
び
職
業
技
術
向
上
の
研
究
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ヨ
ン
の
振 



三 

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
社
会
教
育
法
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の
団
体
に
対
し
て
目
下
何
ら
の
経
済
的
補
助
は
行
つ
て
い

な
い
。
こ
の
こ
と
に
関
し
、
法
律
の
改
正
と
か
制
定
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
状
況
で
は
な
か
な
か
難
し
い
が
、
将
来
の
問

題
と
し
て
考
究
し
た
い
と
思
う
。 

興
等
又
婦
人
団
体
と
し
て
は
、
家
庭
教
育
の
振
興
、
新
生
活
運
動
の
展
開
、
婦
人
講
座
の
拡
充
、
社
会
改
善
及
び
奉
仕
運

動
の
促
進
等
に
、
特
に
期
待
を
か
け
て
い
る
。 

右
答
弁
す
る
。 

四 

 




